
原子間力顕微鏡 AFM
MFP-3D Origin / MFP-3D Origin+ / Jupiter XR

Cypher S / Cypher ES / Cypher VRS1250

オックスフォード・インストゥルメンツ

高速、高精度、環境制御可能な原子間力顕微鏡

MFP-3D Origin / Origin+ 

Jupiter XR

Cypher S / ES / VRS1250
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原子間力顕微鏡「AFM/SPM」について

主な使用用途

ポリマーサイエンス

グラフェンおよび二次元（2D）材料

半導体・マイクロエレクトロニクス

生体分子、生体膜、および生体分子集合体

◦	表面の形態および粗さの測定
◦	粘弾性（AM-FMおよびCR-DART）を含む、定量的なナノメカニカル特性
	 （ナノ力学特性）
◦	結晶化と融解のプロセスを観察するための高速イメージング
◦	サンプルの加熱・冷却制御
◦	光導電性や電気化学歪みといった電気的測定
◦	サンプル周囲の気体の種類や湿度の環境制御

◦	量子コンピューティング、スピントロニクス
◦	電子回路部品：トランジスタ、電界エミッタ、インターコネクト、
	 電気二重層コンデンサ
◦	抵抗変化型不揮発性メモリ技術
◦	光電子工学、光起電およびディスプレイ技術用透明電極
◦	エネルギー収集・貯蔵：太陽電池、燃料電池、バッテリー
◦	テラヘルツプラズモン発振器
◦	ナノ電気化学システムおよび機械共振器

◦	導体・半導体・絶縁体など、広範囲にわたる線形および非線形材料の
	 特性評価
◦	材料の誘電率や導電率に基づくコントラストを提供
◦	マイクロ電子デバイスの故障解析に適用できる、ドーパント濃度や
	 ドーパントタイプのマッピング
◦	薄膜の被覆率や厚さの均一性の検査
◦	仕事関数に基づいた金属ナノ構造体の調査

◦	DNA構造およびDNA-タンパク質相互作用
◦	DNAオリガミ
◦	膜タンパク質の構造
◦	タンパク質凝集/原線維形成（アミロイド、アクチン、インスリンなど）
◦	モジュラータンパク質の引き伸ばし
◦	脂質二重層/支持脂質二重層

形状測定
◦	測定時間を短縮したい
◦	画像が安定しない
◦	場所探しが大変
◦	測定位置を変えると形状が

変わってしまう
◦	パラメータ設定が煩雑

設置環境
◦	設置環境の影響で本来の特

性が出ていない
◦	外乱の影響で測定時間を選

ばなくてはならない

環境制御
◦	液中で測定が難しい

◦	加熱/冷却するとドリフト
の影響で定点観察出来ない

◦	溶液灌流して測定出来ない

◦	グローブボックス内でノイ
ズが入ってしまう

機械特性
◦	カンチレバーの選択が困難

◦	ばね定数の校正が分からない

◦	インデンターの代わりに粘
弾性を測定したい

◦	フ ォ ー ス カ ー ブ を JKR、
DMT、Hertz モデルで計算
したい

電気特性
◦	多点でI/Vカーブを測定し

たい

◦	p/nジャンクションは測定
できるがドーパント濃度が
測定できない

◦	±10V以上の電圧を印加し
たい

AFMユーザの皆様、こんなご不満ありませんか？
オックスフォード・インストゥルメンツの
AFMが全て解決いたします！

AFM/SPMのセンサーはカンチレバーと呼ばれ、自由端の近くに鋭利で微小
な探針が付いています。探針は、サンプルに十分に近づくと、サンプル表面の
力の影響を受けます。その結果、探針が動き、カンチレバー全体が曲がります。
カンチレバーの曲がり（たわみ，反り，しなり）は、レーザーと光検出器（光を電
気信号に変換するデバイス）を用いて光学的に検出されます。ピエゾアクチュ
エータと呼ばれる位置決め用のハードウェアを使用して、カンチレバーとサ
ンプル間の相対位置を3軸方向に変えます。

AFM/SPMは、分子・細胞生物学、ボトムアップア
センブリ、２次元材料などの基礎研究から、マイク
ロエレクトロニクス、プラスチック・ゴム、エネル
ギー貯蔵・発電デバイスなどの産業分野にいたる
まで、研究開発のあらゆる分野で利用される「頼れ
る」ツールとなっています。

原子間力顕微鏡「AFM/SPM」とは走査
型プローブ顕微鏡の高分解能タイプで
あり、鋭利な探針を使用してラスタース
キャンを行うことで、物質を原子スケー
ルやナノスケールで測定・可視化するこ
とができます。
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•	ロバストな機械設計により、ノイズとドリフトを最小化
•	XYレンジは原子分解能から120 µmの広域スキャンまで、Zレンジは15 
µm（オプションで40 µm）まで可能

大気中および液中における高分解能イメージング

•	Origin AFMのスキャナは、測定およびリアルタイムのスキャンモーショ
ンの補正に低ノイズセンサーを使用しており、測定の正確さを改善し、見た
い領域のズームおよびオフセットが精度よく簡単にできます
•	Origin AFMのスキャナは、スキャン軸の直交性とスキャン面をフラット
に保つメカニカルフレクシャーを使用
•	同じ価格帯の多くのAFMは、ピエゾチューブスキャナを使用し、ポジショ
ンセンサーもないため、スキャンのアーティファクトや不正確なズームお
よびオフセットを引き起こします

最新のスキャナ設計により AFM の測定精度と
使い易さが向上

•	干渉を除去するユニークな設計により、低ノイズなpNスケールのフォー
ス測定が可能
•	クローズドループ Z スキャナにより、正確なフォースカーブ測定および正
確な Z 方向の探針移動速度を実現

正確で低ノイズなフォース測定

•	直径最大80 mmおよび厚さ最大10 mm（オプションで厚さ最大27 mm）
のサンプルを取り付け可能です
•	ステージのマイクロメータにより、トップビューオプティクスを使用して、
探針下でサンプルの簡単かつ正確なポジショニングが可能です

大型のステージでサンプルナビゲーションが簡単に

•	ポリヒータ：275/400℃ (Origin/Origin+)まで加熱
•	クーラーヒータ：加熱または冷却 -30 から 120℃
•	バイオヒータ：カバーガラスベースのヒータ，液中で80℃まで加熱
•	ペトリディッシュヒータ：45℃ まで加熱

温度制御

•	密閉型流体セル：ガスまたは液体の灌流
•	流体セルライト：灌流なしで液中操作
•	端子付き密閉セル：ガス雰囲気下での電気的測定
•	ペトリディッシュホルダ：ディッシュからの蒸発を抑制
•	マイクロフローセル：微量の液体を交換可能
•	湿度検出セル：湿度センサー付き密閉セル
•	電気化学セル：電極付き密閉セル

ガスまたは液体環境の制御

MFP-3D シリーズ （ Origin / Origin+）

基礎研究に最適！高い機能拡張性を有する研究用 AFM

MFP-3Dシリーズ
価格は、別途お問い合わせください。 主な仕様 ▶P.08

MFP-3D Origin™ AFMは、性能とお求めやすい価格をかね備えた製品です。MFP-3D 
Originは高分解能および測定の汎用性を特長としています。使いやすく、お求めやすい価
格であるため、 AFMの初心者の方や、パワフルで手ごろなAFMをお探しの研究者の方な
どに最適です。

特徴
◦	お求めやすい価格の手軽で高性能なAFM
◦	直径最大80 mmの大型サンプル向け
◦	原子分解能から広域120 µmまでスキャン可能な高性能シングルスキャナー搭載
◦	幅広い操作モードとアクセサリ
◦	堅牢な設計で忙しいラボに最適
◦	優れたワールドワイドなカスタマーサポート
◦	信頼のアサイラムブランド

最もお求めやすい価格のAFMモデルで、大きいサンプルに対応し、最多のイメージングモードと多
数のアクセサリがご利用いただけます。

MFP-3D Origin

Origin+はOriginと同じコア性能が特長ですが、さらにMFP-3Dの全てのモードやアクセサリを網
羅しています。

MFP-3D Origin+

カルサイト結晶の原子分解能
液中コンタクトモードでイメージを取得。7.5 nmスキャン

クローズドループスキャナを採用しているため、たった一度の操作で見たい領域のズー
ムとオフセットが容易に出来ます
3成分ポリマーブレンドをイメージングしました。広域スキャンをまず測定し（左図）、その後、
ワンクリックで新しい領域（2 µm）を選択し、より狭い領域をスキャンします（右図）。表示さ
れた弾性率データには3つの成分が明確に見えています。サンプル提供はDalia Yablon氏
（ExxonMobil Research and Engineering, Corporate Strategic Research）

密閉型流体セル 湿度検出セル ポリヒータ バイオヒータペトリディッシュヒータ 電気化学セル クーラーヒータ

Drive Your Research To the Next Level

Asylum Research offers the widest range of innovative accessories

MFP-3D Origin AFMs  7

温度制御
•  PolyHeater™– 275/400°C (Origin/Origin+)まで加熱
•  クーラーヒータ– 加熱または冷却 -30 から 120°C

•  BioHeater™– カバーガラスベースのヒータ，液中で80°Cまで加熱
•  ペトリディッシュヒータ– 45°C まで加熱

外部印加
•  磁場印加モジュール VFM3– 最大 0.8 T

•  NanoRack™– 伸張または圧縮ストレス最大 80 N

•  高電圧– 印加範囲 ±220 V

•  プローブステーション– サンプルに電気信号を印加可能

ガスまたは液体環境の制御
•  密閉型流体セル– ガスまたは液体のかん流
•  流体セルライト– かん流なしで液中操作
•  端子付き密閉セル– ガス雰囲気下での電気的測定
•  ペトリディッシュホルダ– ディッシュからの蒸発を抑制
•  マイクロフローセル– 微量の液体を交換可能
•  湿度検出セル– 湿度センサー付き密閉セル
•  電気化学セル– 電極付き密閉セル

VERSATILE

ハイドロゲル膜のバックリング  
膜を水に浸しバイオヒータアクセサリを使用し
て加熱，90 µm スキャン。提供： D. Chen氏（マサ
チューセッツ大学アマースト校）

形状記憶ポリマー微粒子 
ポリヒータを使用してアニーリングしながらイメージング， 
12 µm スキャン。アニーリングの間に、平滑な粒子はもとの形
に回復しました。提供：J. Killgore氏および D. Hurley氏（NIST）

t=0 min, T=80°C t=78 min, T=106°C

t=170 min, T=110°C

See the movie 
AFM.oxinst.com/memory

Learn more: AFM.oxinst.com/MFP3D-accessories
• Origin および Origin+ に対応

• Origin+ のみに対応

密閉型流体セル ペトリディッシュヒータ 湿度検出セル 電気化学セル PolyHeater クーラーヒータ BioHeater
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AFMのイメージングにおいて、現在でも最も代表的で汎用的な手法は「ACタッ
ピングモード」です。ACタッピングモードでは、カンチレバーを固有の共振
周波数で振動させて試料表面をスキャン走査します。カンチレバーの励振方
法にはいくつかの種類があり、カンチレバーを保持するホルダ近くに設置さ
れたピエゾ素子（シェイクピエゾ）でカンチレバーホルダごとカンチレバー
を励振する「ピエゾ励振法（音響励振とも呼ぶ）」が一般的で、ほとんどの市販
AFMではピエゾ励振が用いられています。
「blueDrive」は、カンチレバーの励振方法の一種で、励振用のレーザーをカン
チレバー背面に照射することで生じるバイメタル効果と温度勾配によりカン
チレバーのみを直接励振する方法で、「光熱励振法」と呼ばれます。
「blueDrive」のユニークな機能により環境依存を受けず安定したチューニン
グが可能であり、プローブとサンプルの相互作用力を常に一定に保ちます。
結果、測定データの安定性・再現性を担保し、高速スキャンにおいてもチップ
摩耗を最小限にして交換頻度を低減します。

blueDrive™ を用いたタッピングモード

•	全域アクセス可能なステージにより、 試料自体を動かすことなく、 200 
mm試料上の任意箇所に素早くアクセス
•	高速ステージにより、 わずか5 秒でステージ全体をナビゲート。 ソフトウェ
アまたはジョ イスティックでミクロン単位の正確な位置決めが可能
•	Top-view光学系はソフトウェア上で調整可能。1.5 µm以下の分解能で、 
視野範囲 930 × 1240 µmを確保。位置合わせのための最適な試料観察
が可能
•	XY 100 µm, Z 12 µm のスキャン範囲は、 広域サーベイスキャンを可能
にし、 作業効率を向上

観察したい領域を素早く特定

•	カンチレバーの取付けが用意で、 光てこ光学系（レーザー&ディテクタ） を
1-Clickで自動調整できるため、 AFMに不慣れなオペレーターでもセット
アップ時間の大幅な短縮が可能
•	測定試料は、 真空チャックまたはマグネットで簡単に固定
•	試料ステージは、 200 mm 全域アクセス可能なため試料位置のマニュア
ル調整が不要。また、 一般的なAFMと比較して、 5倍以上高速なステージ
は測定領域間をすばやく移動
•	標準で高速スキャンに対応。 一般的な試料のイメージングにおいて、 画像
取得時間は1分以内

あらゆるステップを簡便・高速化し、 
高いスループットを実現

•	独自のLVDT位置センサは直線性をもつため、 定期的なキャリブレーショ
ンは不要
•	低ノイズX-Yセンサ（ノイズ150 pm以下） により、 歪みのないクロ ーズ
ドループイメージングが可能
•	超低ノイズZセンサ（ノイズ35 pm以下） により、 測定の精度および再現
性が向上

抜群の信頼性を誇る高精度の測定結果

Jupiter XR

「超高分解能」「高速イメージング」「広域スキャン」 「200 mm 大型試料対応」

Jupiter XR
価格は、別途お問い合わせください。

Jupiter XR 原子間力顕微鏡 AFM/SPMは、 スキャナを交換することなく、 単一スキャ
ナで「超高分解能」「高速イメージング」「広域スキャン」 に対応した業界初の大型試料対応
AFMです。 試料ステージは200 mm試料全域へのアクセスを可能にし、 Cypher™ AFM 
(2007年発売) で培われた卓越した基本設計と操作性、 さらに光熱励振 blueDrive™を踏
襲しました。 分析分野や産業R&D・ 学術研究分野など、 多様なサンプル・アプリケーショ
ンが要求される用途において、 高いレベルでバランスの取れたJupiter XRは最良の選択
です。

特徴
◦	光熱励振タッピング（blueDrive™）により高い精度と再現性を実現
◦	生産性向上につながる高速スキャン技術
◦	計測誤差を極限まで小さくする低ノイズ Closed Loopセンサー標準装備
◦	100 µm ～原子分解能までの広いダイナミックレンジ
◦	高解像光学顕微鏡と低倍サーベイ・スキャンによる容易な視野探し
◦	試料サイズ 210 mm 角 × 35 mm 厚に対応
◦	座標変換・自動多点ウェハイメージングソフトウェア

HDDのラフネス評価(10 Hz, 512×
512)。1000枚測定しても摩耗による
Raの低下がみられません。上の動画で
はドリフトがほぼ無いこともご確認い
ただけます。

使い勝手の良さ: サンプルの位置調整
•	 210-mm のチャックで200 mmウェハのどこでも測定可能
•	 5秒でアクセス、そしてミクロンの精度
•	 大きなサンプルは真空チャックで固定。35 mm厚さも対応
•	 小さいサンプルはマグネットで固定。8か所を準備

主な仕様 ▶P.08
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•	機械的安定性〜ノイズフロアは現在販売されている他のAFMの 1/2！〜：
Cypherのメカニカルループは短くて強固なため、ノイズフロアが15 pm
以下になり、他のAFMに比べて少なくとも50%低くなります。除振台なし
で、原子分解能を普通に達成できる、唯一のAFMです
•	非常に低ドリフト〜形状に歪みがなく格子ラインがストレート〜：Cypher
は熱ドリフトを低減するデザインになっており、平衡状態に素早く到達す
るようフルエンクローズされています。超低ノイズセンサにより、クローズ
ドループスキャンが最高分解能でも可能で、オープンループのピエゾクリー
プから歪みを除去します

機械安定性、低ドリフト、最小ノイズを実現

Cypher ES は2種類の温度制御ステージが用意されています。ヒータステー
ジはガス環境において最大250℃までサンプル温度を制御。クーラーヒー
タステージはサンプル温度を、ガスおよび液体環境の両方において0℃から
120℃まで制御します。

0‒250℃の広範囲な温度コントロールが容易

タッピングモードは、形状像だけでなく機械的、電気的、磁気的な特性も測定
できるため、 AFMモードで最もよく使用されています。blueDriveではカン
チレバー振動のドライブに、ピエゾではなく、光（光熱励振）を使用します。ピ
エゾ励振と異なり、 blueDriveはカンチレバーを直接駆動するため、システ
ムの他部と共振することはありません。

blueDrive によりタッピングモードを高度化

•	最高速AFMプローブを使用：Cypherの微小スポットレーザーモジュールが、
ほぼすべてのAFMに比べてはるかに小さい、 3×9 µmのスポットをつく
り出し、最高速プローブにも対応
•	10倍から100倍速いスキャン：Cypherの高バンド幅スキャナと高速エレ
クトロニクス、微小・高速プローブを用いることで、一般的なAFMよりも
10倍から100倍速いイメージングレートを実現。たった数秒で256×256
ピクセル解像度のイメージをスキャンでき、またスキャンラインを減らす
ことで、毎秒2フレームのフレームレートを達成
•	形状以外のモードも可能な高速スキャニング：Cypherは形状イメージを取
得中にスキャンが高速なだけでなくAM-FM粘弾性マッピングモードやコ
ンダクティブAFM、圧電応答顕微鏡を含む他のモードでも高速スキャンが
可能

高速スキャン

Cypher ES で手軽に液中測定が可能です。不揮発性液滴中でも、交換・灌流
溶液中でも、サンプルの固定と液体の追加が簡単にできます。液体が少しこ
ぼれた程度は問題ありません。密閉メンブレンでスキャナを保護します。よ
り慎重に実験を行いたい場合は、完全に密閉されていることを確認するために、
シリンジを使用してチャンバーをわずかに加圧し、内蔵圧力センサをモニター
します。

手軽に液中測定を

Cypher シリーズ （-S / -ES / -VRS1250）

マテリアルサイエンス・ライフサイエンスの研究に最適な Cypher AFM

Cypherシリーズ
価格は、別途お問い合わせください。

Cypher™ AFMは、最高の分解能、高速スキャン、洗練された環境制御、そして他にはない
生産性といった独自の特長を併せ持つように設計されました。

特徴
◦	原子像を一昼夜測定し続ける驚異の安定性
◦	低ドリフト設計によるタイムラプス観察が可能
◦	大気→液中→液体灌流の連続 “その場観察”
◦	室温～ 250℃の加熱制御（オプション）
◦	最高 1250 ライン / 秒の高速スキャン（VRS1250）

超高分解能、高速スキャン、および操作モード一式を備えたCypher AFMファミリーのベースモデル
Cypher S

Cypher S のすべての性能と機能に加えて、幅広い優れた環境制御アクセサリを装備
Cypher ES

ポリマーサイエンス用の究極の AFM。Cypher ES をベースにポリマー測定に必要なすべてをあら
かじめ構成

Cypher ES ポリマーエディション

業界初の超高速イメージングと多彩な特性解析・環境制御可能な AFM。Cypher ES の機能を持ちな
がら、驚異的なスピードを実現

Cypher VRS ビデオレート

PTCDI-メラミンネットワーク
PTCDIおよびメラミンは六方晶窒化ホウ素基板に溶
液から析出する際に、多孔性2Dネットワークを形成
します。分子分解能イメージは、大気中でコンタクト
モードを使用して取得し、格子定数3.54±0.04 nm
が測定されました。
イメージ提供：P. Beton氏（ノッティンガム大学）

ポルフィリン（TCPP）2Dアレイ
TCPPは溶液から六方晶窒化ホウ素上へ吸着する際
に2D超分子ネットワークを形成します。大気中タッ
ピングモードイメージが2.24±0.05 nm間隔の平方
格子を示しています。
イメージ提供：P. Beton氏（ノッティンガム大学）

過硫酸アンモニウムによる銅のエッチングプロセス
リアルタイム動画では、一方向性エッチングからスパ
イラル状のエッチングプロセスへの移行が観察され
ていますが、これは銅結晶中の転位欠陥が起点となっ
ている結果と思われます。

シンジオタクチックポリプロピレン（sPP）およびポリスチレン（PS）薄膜における融解と再結晶のダイナミクス
図はポリマーブレンドの相分離（海島）構造を示しており、sPP（海、Tm 130～170℃）およびPS （島、
Tm 240℃）となっています。膜の加熱が進むとsPPの結晶が融解し始めますが、完全に融解する
前にサンプルを冷却します。残っている結晶が核として働き、急速に再結晶化と成長が起こりま
す。これらの図は位相データですが、sPPとPSのコントラストが非常にクリアに示されています。
最近の研究では、位相データから算出したロスタンジェントが明確な構造変化の前でも、ポリ
マーが相転移に近づく際に変化し始めることが分かっています。J. Appl. Phys. 119, 134901 
(2016)参照。

主な仕様 ▶P.08
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ミクロゲル薄膜
表面電位イメージ15 µmスキャン。C. Sorrell氏およびL. Lyon氏（ジョージ
ア工科大学）提供。

GaFeO₃薄膜
PFM（piezoresponse force microscopy）振幅像を形状像に重ね合わせた
イメージ。1.25 µmスキャン。サンプル提供はS. Mukherjee氏、R. Gupta
氏およびA. Garg氏（インド工科大学材料科学工学科、カンプル）

銅膜上に成長した窒化ホウ素およびグラフェン
KPFMを使用してイメージング。表面電位のデータが3次元形状像上に示さ
れており、銅の粗い形状像のために不明瞭になったかもしれない窒化ホウ素
の三角形のパッチおよびグラフェンの不規則な領域がはっきりと見えていま
す。50 µmスキャン。サンプル提供：N. Wilson氏（ウォーリック大学）

カーボンナノチューブ
片側の電極に取り付けたカーボンナノチューブ、EFM（electric force 
microscopy）位相像を形状像に重ね合わせたイメージ。5 x 2.5 µmスキャン。
Minot Lab（オレゴン州立大学）提供。

DNA折り紙トライアングル
液中で取得したイメージ。600 nmス キャン。サンプル提供はP. 
Rothemund氏（カリフォルニア工科大）。

ゾルゲル法による圧電薄膜 （2 µmスキャン）
PFM（piezo force microscopy: 圧電応答顕微鏡）モードの位相データを形
状像に重ね合わせ。

アプリケーションデータ
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アプリケーションデータ

MDMO-PPV:PCBMポリマー/フラーレン太陽電池
タッピングモードにおいて、GesStartedを使用してイメージングを行った
形状像。2 µm スキャン。イメージ提供：P. Cox 氏、M. Glaz氏， S. Vorpahl
氏およびD. Ginger氏 （ワシントン大学）。

シリコン(E' 160 GPa)上のチタン(E' 110 GPa)薄膜
コンタクト共振粘弾性マッピングモードを使用してイメージング。弾性率を
3D形状像に重ねて表示。25 µmスキャン。

F-アクチンフィラメント
タッピングモードイメージング、340 
nmスキャン。らせんピッチの測定値は
37.8 nmで、文献値と一致しています。
サンプル提供：E. Reisler氏（UCLA）。

DNAの連続スキャン
バッファ中における下方向へのスキャ
ン（上図）と上へ戻るスキャン（下図）。
主溝と副溝の両方が明確に解像出来て
います。

バクテリオロドプシン
膜タンパク質をバッファ中でタッピン
グモードイメージング。75 nmスキャ
ン。欠損サブユニット（白い円で囲まれ
た部分）がいくつのかの三量体におい
て観察されています。

混合脂質二重層（50:50 DOPC:DPPC)
bluDriveを使用してタッピングモー
ドでイメージング。3 µmスキャン。
DPPC層はDOPC層に比べて～1.3 
nmほど厚い。

Poly(styrene-(ethylene-ran-butadiene)-styrene)トリブロック共重合体(SEBS)
スピンコートによりシリコンウェハ上に薄膜を形成。AF-FM粘弾性マッピ
ングモードを使用してイメージング。弾性率を3D形状像に重ねて表示。750 
nmスキャン。

EuドープZnO薄膜における光電流
ドープ酸化亜鉛膜は潜在的な光触媒材料であり、可視光で光励起が生じる
ように、ドーパントによってバンドキャップが狭められています。ここで
はCAFMを使用して、カンチレバーの先端から少し離れた場所に照射した
blueDriveのレーザーで生じる光電流を測定しました。電流を3D形状像に
重ねて表示。5 µmスキャン。
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仕様

MFP-3D シリーズ
正確な低ノイズクローズドループスキャナ
X&Y レンジ：120 µm; X&Y センサー：≤0.6 nm ノイズ; Z レンジ：≥15 µm (≥40 µm オプショ
ン); Z センサー：≤0.25 nm ノイズ
低ノイズ、高帯域光学レバー
カンチレバーデフレクション感度：サンプルによる光の反射からの干渉を大幅に低減するために、
入射ビームは垂直に対して22°傾斜; 光源：低コヒーレンス赤外光 (860 nm) スーパールミネッ
セントダイオード， FDA/IEC クラス 1M (安全); DC 検出ノイズ：≤15 pm
高解像度システム性能
DC ハイトノイズ：≤50 pm; AC ハイトノイズ：≤50 pm
トップビュー光学系
プローブ， IR SLD スポットおよびサンプルは、 10倍の対物と 2つの選択可能な視野、 720 
µm および 240 µmをもつトップダウン明視野光学系を通して観察可能
サンプルステージ
サンプルサイズ：最大径80 mm; サンプル厚さ：最大10 mm（オプションで最大27 mm）

防音および除振エンクロージャ
標準の Origin および Origin+ の構成には、防音および除振のためのカスタムエンクロージャ
が含まれます。
防振：パッシブメカニカル除振台が標準装備。圧縮空気不要。オプションでアクティブエレクト
ロニック除振台を利用可; 防音：堅牢な高ダンプデザインにより、一般的な研究室で、効果的な
音響ノイズ遮蔽を提供; 人間工学設計：エンクロージャのドアはサイドにスイングして楽に開き、
左開き・右開きのどちらにも設定できるため、さまざまな研究室の間取りに対応できます。調整
用の小型アクセスウィンドウも装備。
システムアップグレードオプション
OriginからOrigin+へのアップグレードは、コントローラをARC2 AFM controllerにアップ
グレードすることで簡単にできます。

Jupiter XR
Jupiter XR スキャナ
XY スキャンレンジ： Typ. 100 µm Closed-loop; XY センサーノイズ： <150 pm; スキャン
速度：≥20 Hz; スキャンレンジ： 12 µm; Z センサーノイズ： <35 pm; (XYスキャナおよびZ
スキャナ, チャックはモジュール形状のため、 将来のオプション追加やアップグレードが容易)
光てこ光学系
光源種類： SLD (Super-Luminescent-Diode); スポットサイズ： 約10 µm （FS-1500, Arrow 
UHF, AC55などの小型カンチレバーに対応）; 光源波長： 680 nm (公称値); DC 検出ノイズ： 
<10 pm; AC 検出ノイズ： <30 fm Hz -½（100 kHz 以上）; 検出器の帯域幅： DC ～ 7 MHz; 
その他： 光源のスポット位置および検出器位置の調整は、すべてソフトウェア上で制御可能 [ 
Spot On™ ]
blueDrive タッピングモード
カンチレバー励振方式： 光熱励振; 光源波長： 637 nm; 測定モード： ACタッピングモード（※ 
DCコンタクトモードやフォースカーブをベースにした測定モードは対象外）; その他： 光源の
スポット位置および検出器位置の調整は、すべてソフトウェア上で制御でき、ピエゾ励振方式
への切換えもソフト上で容易に可能。
試料ステージ
試料固定： 真空ウエハチャックまたはマグネット（どちらも標準対応）; 最大試料サイズ： Φ 
210 mm × H35 mm; ウエハチャック： 2″, 4″, 5″, 6″, 8″ ウエハ用に位置決めピンと真空
リング; マグネット固定： 中心および Φ 70 mm, Φ 100 mm 円周上にマグネット固定ポイ
ントを配置（計 8 箇所); モーターステージ： 200 mmウエハ全域にアクセス可能， 最大速度 
40 mm/s
環境ノイズ対策
音響： エンクロ ージャー込み（消音性能 ~20 dB）; 振動： 空気ばね式除振台（オプション： アク
ティブ除振台）

測定モード (標準)
Basic ： ACタッピングモード（引力 / 斥力） ， 位相イメージング，Bimodal Dual ACタッピ
ングモード， FM-AFM（Frequency Modulation： 周波数変調）， デジタルQコントロール，ナ
ノリソグラフィー / マニピュレーション， DCコンタクトモード，水平力顕微鏡(LFM: Lateral 
Force Microscopy); 機械特性（ナノメカニクス）： フォースカーブ， フォースマッピングモー
ド（フォースボリューム） ， フォースモジュレーション，ロスタンジェントイメージングモー
ド， AM-FM粘弾性マッピングモード， コンタクト共振粘弾性マッピングモード; 電気特性， 
電気化学， その他： ケルビンプローブフォース顕微鏡(KPFM)， 電気力顕微鏡(EFM)， 磁気力
顕微鏡(MFM)，ピエゾ応答力顕微鏡(PFM)， ベクトルPFM， スイッチングスペクトロスコピー
PFM， Dual-AC共振トラッキング (DART)
測定モード (オプション)
走査型キャパシタンス顕微鏡(SCM: Scanning Capacitance Microscopy) ，高速フォースマッ
ピングモード (FFM: Fast Force Mapping)，コンダクティブAFM（CAFM: 通称 ORCA™ ， 
Eclipse™ ） ，FFMベースによるCAFM
イメージング性能
DC ハイトノイズ： <25 pm; AC ハイトノイズ： <25 pm
Top-View明視野光学系
解像度： 回折限界 (<1.5 µm), NA=0.30; 視野： 930×1240 µm; 照明： 強度、 開口絞り、 視
野絞りはソフトウェアで調整可能
ソフトウェア
用途に合わせて2種類のソフトを提供
ERGO；Ease of Useを目的とした新インターフェース。初心者やルーチン測定に最適; Igor：
従来ソフト。 R&D向けで、細かな制御や解析が可能。
アクセサリ（オプション）
液中セル, 加熱セル, 加熱/冷却セル, 引っ張りモジュール,磁場印加モジュール

Cypher シリーズ
スキャナ
X&Y レンジ：30 µm (クローズドループ); X&Y センサノイズ：≤60 pm; 面外モーション：≤3 
nm (全域); 
Z レンジ：≥5 µm; Z センサノイズ：≤50 pm; サンプルサイズ：最大径 15 mm, 厚さ 7 mm ソ
フトウェア制御スティックスリップモーションを使用して、イメージングエリアを選択するた
めにサンプルを動かすことが可能; エンゲージプロセス ユーザーがソフトウェア制御で、探針、
サンプルの順にフォーカスし、おおよその探針-サンプル距離を決定。その後、エンゲージのた
めの自動モータライズプロセスが、素早く、探針にダメージを与えることなく実行されます。
カンチレバーのデフレクション検出
4つのモジュールが利用可能(別途購入)
標準レーザーモジュール: スポットサイズ10×30 µm (公称値)の変調レーザーダイオード光
源。ほぼすべてのイメージングアプリケーションに対して推奨; 標準SLDモジュール: スポッ
トサイズ10×30 µm (公称値)のスーパールミネッセントダイオード（SLD）光源。コンタクト
モードやフォースカーブ測定に; レーザーダイオード微小スポットモジュール: スポットサイ
ズ3×9 µm (公称値) の変調レーザーダイオード光源。微小カンチレバーを用いたほぼすべて
のイメージングアプリケーションに必須; SLD 微小スポットモジュール: スポットサイズ 3×
9 µm (公称値)のスーパールミネッセントダイオード（SLD）光源。微小カンチレバーを用いた
コンタクトモードやフォースカーブ測定に対して推奨; 波長：850 nm; DC 検出ノイズ：≤10 
pm; AC 検出ノイズ：≤25 fm Hz -½ (100 kHz 以上); 検出器の帯域幅：DC から 7 MHz
トップビュー明視野光学系
解像度：回折限界 (≤1 µm), NA=0.45; 視野：690×920 µm; 照明：強度はソフトウェア制御。
開口と視野絞りは手動制御

イメージング性能
DC ハイトノイズ：≤15 pm; AC ハイトノイズ：≤15 pm; XYドリフト：≤200 nm/℃ ラボの温
度で変化。オプションの温度制御モジュールはこれを ≤20 nm/℃ まで低減
装置のアイソレーション
振動：内蔵パッシブ除振台のみ使用時は 1 mm/s² 床振動加速度に対して、 ≤10 pm のデフレ
クションノイズ。 通常の実験室では追加の除振台は不要; 音響：エンクロージャに含まれており、 
20 dB の防音を提供
標準装備の操作モード
コンタクトモード, 水平力モード, タッピングモード（ACモード）, 周波数変調, 位相イメー
ジング, デジタルQコントロール; Dual AC™, デュアルAC共振トラッキング（DART™） , 
MicroAngelo™(ナノリソグラフィ／ナノマニピュレーション） , 電気力顕微鏡（EFM） , ケ
ルビンプローブフォース顕微鏡（KPFM） , 磁気力顕微鏡（MFM） , 圧電応答顕微鏡（PFM） , 
DART™ PFM, ベクトルPFM, スイッチングスペクトロスコピーPFM, フォースカーブモード, 
フォースマッピングモード（フォースボリューム） , フォースモジュレーション, ロスタンジェ
ントイメージング
オプション操作モード
AM-FM粘弾性マッピングモード, コンタクト共振粘弾性マッピングモード, 高速フォースマッ
ピングモード, ORCA™ およびEclipse™ モードを使用したコンダクティブAFM（CAFM） , 
高速フォースマッピングモードによる電流マッピング, ナノスケール絶縁膜経時破壊（nano 
TDDB） , 高電圧PFM, 電気化学ストレイン顕微鏡（ESM） , 走査型トンネル顕微鏡（STM）
その他のオプション・アクセサリ
blueDrive光熱励振：Cypher SおよびCypher ESの両方で利用可能。Cypher S用液中カンチ
レバーホルダ：液中測定用の低蒸発チャンバーを提供; Cypher ES用環境制御アクセサリ：特
定の構成についてはお問い合わせください; Cypher ES用電気化学セル


